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1.はじめに 

 高流動コンクリートの使用材料は多種多様であり，細骨

材特性を考慮した配合要因とその流動性は正確に把握され

ていないのが現状である。既往の論文 1)により，減水剤添

加率 SP/B，水粉体容積比 Vw/Vb，ペースト細骨材容積比

Vp/Vs，モルタル粗骨材容積比 Vm/Vgをパラメータとして一

定材料におけるペースト，モルタルの流動性の推定が可能

となった。本研究では，コンクリートにおいて大きな容積

を占め，細骨材特性（粗粒率，実積率，微粒分含有量）が

異なる場合の配合と流動性評価式について検討した。 

2.実験概要 

 表-1に本研究で用いた材料特性を示す。モルタルで海砂

をふるい分けし，試験砂①,②,③のように所定の F.M.（2.67，

2.87，3.07）が得られるように配合を行い，純粋に F.M.の

違いを検討するために微粒分（0.15mm以下）を取り除

いたものを用いた。コンクリートにおいてはふるい分け

をして細骨材 F.M.を調整することは困難なので細骨材 A，

Bと基準砂（微）を用いた。SP/B=0,1.0,2.0％ごと Vw/Vb

を定め，モルタルでは Vp/Vs=0.9,1.0,1.1と変化させ，細

骨材の特性を考慮するためコンクリートでは Vp/Vs=1.0，

Vm/Vg=3.0一定で実験を行った。 

3.モルタルの流動性 

 図-1に示すペースト細骨材容積比 Vp/Vsとモルタルフ

ロー面積比Γmの関係は細骨材 F.M.，減水剤添加率

（SP/B）ごとに変化する直線関係で表される。切片はペ

ースト量を増やしていって初めて流動変形を起こすペー

スト細骨材容積比を，傾きはフロー面積比を単位量だけ

増加させるのに必要なペースト細骨材容積比を意味しており，それぞ

れ拘束水比βm，単位フロー面積比αmと定義すると両者は異なる細骨

材特性，減水剤添加率を表す指標となり式（1）で表される。 

mmmsp V/V Γ×α+β=    （1） 

 しかしながら，減水剤を使用したモルタルでは，これら拘束ペース

ト比，単位フローペースト比そのものが見かけ上変化し流動性を表す

ことが困難となる。よって，細骨材特性，減水剤添加率に伴う両関係

の変化を実験的に検討した。その結果 F.M.が大きくなるごとに，また減水剤添加率が増えるごとにβmは低下し，
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表-1 材料特性値 
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図-1 ペースト細骨材容積比 Vp/Vs と 

モルタル相対フロー面積比の関係 
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図-4 モルタルフロー面積比 

実験値と推定値の比較 
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図-2 βm，αm と減水剤添加率の関係 
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図-3 Δβ，Δαと減水剤添加率の関係 
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αmは増加する。その関係は図-２のようになり，それぞれの切片をβ0(F.M.)，α0(F.M.)を基準として拘束ペースト低

下率Δβ，単位フローペースト比増加率Δαとするとβm，αmは式（2），（3）のように表される。 

 

減水剤無添加モルタルに対するΔβ，Δαの関係を図-3に示し，ここで図中の曲線は減水剤の分散効果が SP/B

の増加にしたがって指数的に増加するものと仮定し，式（4），（5）で近似したものである。 

            

 ここで，係数β0(F.M.)，α0(F.M.)，A(F.M.)，B(F.M.)は F.M.の違

いにより変化する値である。よって，モルタルフロー面積

比Γmは直線関係式（1）に式（2），（3），（4），（5）を導入

することにより減水剤添加率，細骨材 F.M.を考慮した関係

式（6）が得られる。与式から得られた推定値と実験値の比

較を図-4に示す。 

 

 

4.コンクリートの流動性 

 フロー面積比が既知のモルタルを用い，コンクリート

のスランプフロー試験を行った。図-5にコンクリートフ

ロー面積比Γcとモルタルフロー面積比Γmの関係を示

す。ΓcとΓmの関係には切片 C，傾き Iとすると式（7）

で表される。 

     

 図-5より F.M.が大きくなるごとに，また減水剤添加率

が増えるごとに切片 Cは増加し，傾き Iは減少する。そ

の関係は図-6で表され，それぞれの切片，傾きを C0(F.M)，

I0(F.M.)を基準とし切片増加率ΔC，傾き低下率ΔIとする

と切片 C，傾き Iは式（8），（9）で表される。 

        

 切片増加率ΔC，傾き低下率ΔIの関係を図-7に示し，図中の曲線は

減水剤の分散効果が SP/Bの増加にしたがって指数的に増加するもの

と仮定し，式（10）（11）で近似したものである。 

 

コンクリートのフロー面積比Γcは式（7）に式（8）（9）（10）（11）

を導入することにより減水剤添加率，細骨材 F.M.を考慮した関係式

（12）が得られる。よって与式から得られた推定値と実験値の比較を

図-8に示す。   

 

5.まとめ 

 F.M.の変化が流動特性に与える影響は，モルタルではペーストの細骨材容積比とモルタルフロー面積比，コン

クリートではモルタルフロー面積比とコンクリートフロー面積比の関係からそれぞれ求められる切片，傾きに変

化を与え，それらを定量的にとらえることによりモルタル，コンクリートのフロー面積比の推定が可能となる。 
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図-5 コンクリートとモルタルの 

相対フロー面積比の関係 
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図-8 コンクリートフロー面積比 

実験値と推定値の比較 
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図-6 切片 C,傾きＩと減水剤添加率の関係 
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図-7 ⊿Ｃ，⊿Ｉと減水剤添加率の関係 
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